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令和６年度 知財功労賞「経済産業大臣表彰（デザイン経営企業）」を受賞いたしました 
 

環境大善株式会社は、経済産業省・特許庁が主催する令和６年度「知的財産権制度活用優良

企業等表彰」（知財功労賞）において、経済産業大臣表彰を受賞いたしました。 

 

知財功労賞とは、知的財産権制度の発展及び普及・啓発に貢献のあった個人に対して「知的

財産権制度関係功労者表彰」、また、制度を有効に活用し円滑な運営・発展に貢献のあった

企業等に対して「知的財産権制度活用優良企業等表彰」として表彰するものです。 

 

環境大善における「デザイン経営」について 
私たち環境大善は、2018 年から「デザイン経営」に取り組んでおります。 

会社の事業承継を機に、ベンチャー企業としてイノベーションを起こし、独自の技術・モデ

ルを運用していくためにどうしたら良いかを考えた結果、「研究開発」と「デザイン経営」

を主軸に据える事にしました。 

「デザイン経営」という言葉が、あたかもデザインを変えるだけで経営が向上するかのよう

な誤解を生む事があります。しかし、環境大善が掲げる「デザイン経営」は単なる表面的な

変革ではありません。これはクリエイティビティと戦略が一体となった独自のアプローチ

であり、会社として持続可能な成⾧を目指しております。 

 

受賞のポイント 
①商品の特徴や想いが伝わらないと商品が一過性のもので終わってしまうという危機感か

ら、デザインの重要性を認識。代表取締役自ら 10 名以上のデザイナーと面談してアートデ

ィレクターを選定し、代表取締役と同列に配置して、両者で徹底したデザイン経営を実践。 

 

②アートディレクターは、財務状況を確認しつつデザイン経営を指揮。3 年半をかけて徹底

的な自社分析、インナーブランディングを行い、地球環境と地域経済に貢献する自社の事業

の社会的意義を確認。善い人が活躍してイノベーションを起こすさまを善玉菌が活躍する

発酵になぞらえた新たな経営理念「発酵経営」を掲げ、明確化したブランドコンセプトに基

づいて、パッケージのリニューアルを実施 

 

③「地球の健康を見つめる」というコーポレートスローガンの下、シンボルマークを定め社

名変更。商標も登録。自社製品のメカニズム解明や技術開発を目指し、北海道大学、北見工

業大学との共同研究・共同講座にも積極的。製造特許を持ちつつ、配合や製法はノウハウ秘

匿するなどの知財戦略も外部専門家と協議の上展開。アジアを中心に商標を取得するなど

海外展開を見越した対応も実施。 



 
 

環境大善株式会社 代表取締役 窪之内誠 のコメント 
事業承継を機に試行錯誤した結果、たどり着いたのはデザイン経営でした。私たち環境大善

は、製品が持つ技術的な優位性だけでなく、デザインを通じて人々の心をつかみ、社会に新

たな価値を提供することで、事業の持続的な成⾧を目指しております。 

知財功労賞「経済産業大臣表彰」という栄誉ある受賞を励みに、今後も更なる挑戦と革新を

追求し、地域社会と共に発展していきます。皆様の温かいサポートに心より感謝申し上げま

す。 

 

環境大善株式会社 について  
環境大善は、北海道北見市で未利用バイオマスとなっている牛の尿を独自技術で発酵処理

し、消臭液や土壌改良材として製造販売しております。 

私たちが製造する製品は、廃棄される資源・そのままでは役に立たない資源を「原料」と捉

え、付加価値を付けてアップサイクルし、その製品を使用して地球に戻すことで循環させて

いくというサイクルを描いております。「アップサイクル」とは、サスティナブル（持続可

能）なものづくりの新たな方法論のひとつで、元の製品よりも次元・価値の高いモノを生み

出すこと。 

つまり、牛の尿を廃棄物として扱うのではなく、それを原料に消臭液「きえ～る」や「液体

たい肥 土いきかえる」などの商品をつくり、価値あるものに変化させて地球に戻していき

ます。私たちは、この循環を「アップサイクル型循環システム」と呼称し、運営を行ってお

ります。 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

環境大善株式会社 

マーケティング室 広報担当：竹井 涼 

電話番号：(0157)67-6788 

E-mail：otoiawase@kankyo-daizen.jp 


